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学校教育計画（令和６年度～令和９年度） 
 

学校名 湘南高等学校 
課程・学科 

教育部門・学部 
全日制 普通科 

 

１  学校のミッション 

○全日制の課程学年制普通科を設置する高校として、生徒の特性や地域・学校等の実情を

踏まえ、生徒一人ひとりの学習や進路等の目標の実現に応えるよう、学力の育成、豊かな

人間性や社会性の涵養、社会的・職業的な自立等をめざした教育課程を適切に編成する。 

○逞しさと思いやりを兼ね備えた「国際社会のリーダー」として活躍する人物の育成をめ

ざし、世界に通用する人間としての高い倫理観や、心豊かで他者を思いやることのできる

人間性、自律的・主体的な態度、課題発見解決能力等の資質・能力を育成する教育に取り

組む。 

○極めて高いレベルの文武両道の理念の下、知的好奇心を刺激し、高度な思考力・判断 

力・表現力等を身に付ける、主体的・対話的で深い学びの実現をめざした不断の授業改善

の実施等、教育活動の充実に取り組む。 

 
２ 学校教育目標 

○ 真摯な態度をもってより高い知識の習得に努める。  

謙虚 学ぶことは素直に受け入れることから出発する。 

理想 絶えず自己を新たにし厳しく目標に向かう。 

読書 すぐれた書物に親しんで啓発に努める。 

○ 豊かな個性を育みすぐれた社会の形成者となる。  

創造 深く自己をみつめて資質の伸長を図る。 

交友 積極的に交わり他人の長所をとり入れる。 

実践 使命感を持つことによって実行への意欲を高める。  

○ 公正な判断力を培い敬愛と協力の精神を育てる。  

寛容 互いに他の人格を包容し均衡のとれた生活感覚を養う。 

自律 明確な意見をたて自己を表明する勇気と責任を持つ。 

スポーツ 進んで参加しともに心身を鍛え合う。 

 
３ 計画策定時点での課題 

〇生徒の自ら学ぶ力を伸長させる授業のノウハウや教材等の共有を図り、継続してブラッ

シュアップしていく環境が必要である。 

〇学校行事や部活動を通じて、国際社会のリーダーに最も必要な資質の一つである、相手

を認め思いやる姿勢や豊かな想像力を醸成していく。 

〇規則正しい生活習慣のもと、どの生徒も心身ともに健康で充実した学校生活を送ること

ができるよう、組織的に生徒を支援する体制を確立する。 

〇高い目標を掲げ、最後まであきらめずに取り組む生徒をいかに育成するか、継続して研

究し、生徒の進路実現を図る。 

〇業務の固定化を防ぎ職場のコミュニケーションを活性化することで、職員の人材育成及

び事故・不祥事防止につなげる。 



４ ４年間の目標と主な方策 
 

 視点 ４年間の目標 目標達成に向けた主な方策 

１ 
教育課程 

学習指導 

〇極めて高いレベルの文武両道

の実現 

・「見える学力」を育む 

・「見えない学力」を育む 

２つの学力を涵養し、「国際社

会のリーダー」に必要な資質を

培う教育課程を編成し、全職員

の共通認識の下、生徒を育成す

る。 

〇湘南の「主体的・対話的で深

い学び」の実現に向けて、個別

最適と協働を効果的に融合させ

ながら知的好奇心を刺激し、生

徒が自らの学びの形を選択でき

るようサポートする。 

〇生徒が学校行事や部活動等に

安心して全力を注ぐことができ

る環境を整備し、後押しする。 

２ 生徒指導・支援 

〇リーダーにふさわしい素養を

養う。心豊かで他者を尊重でき

る人間性と自律的・主体的な態

度を育てる。 

〇学校生活の安全・安心を第一

優先とし、生徒が抱える多様な

課題に迅速かつ計画的、組織的

に対応する。 

〇何事にも主体的に取り組み、

支え合いながら切磋琢磨し、最

後までやり抜くことを通して人

間的な成長をめざす。 

〇生徒を取り巻く環境について

理解を深め、適切に情報共有し

ながら、全職員が様々な立場か

ら生徒を支援する。 

３ 進路指導・支援 

〇生徒が自ら掲げた高い目標を

最後まで諦めさせないことを目

指し、計画的かつ柔軟な進路支

援を実施する。 

〇生徒一人ひとりが学習や進路

の目標を実現できるように、全

職員がそれぞれの立場で生徒を

支援する体制を構築する。 

〇生徒が、自身にとって価値あ

る進路を実現できる様に、生徒

の状況を適切に把握し、進路説

明会、進路通信等を活用して情

報提供や励ましを行う。 

〇進路支援グループが環境を整

備し、学校と家庭が一体となっ

て生徒の進路実現を支える。 

４ 地域等との協働 

〇地域等との協働を推進し、地

域に開かれ、信頼される学校づ

くりを目指す。 

〇地域貢献活動や環境に配慮し

た活動を継続して行う。 

〇小・中学生対象の説明会等や

ホームページを通して、本校の

教育活動を広く紹介する。 

５ 
学校管理 

学校運営 

〇地域から信頼される学校づく

りを推進し、事故・不祥事の防

止を徹底するとともに、日常

的、継続的な環境整備、防災対

策に取り組む。 

〇教職員の働き方改革推進のた

めに、職場の環境的・制度的改

革を図り、教育活動の更なる充

実に資する。 

〇対外的なやり取りにおいて、

丁寧で迅速明確な対応を実践す

る。また、環境整備や防災訓練

などを通じて、社会の未来が幸

福なものとなるよう生徒の意識

を育てる。 

〇長時間勤務の是正、業務の均

等化等を推進し、労働が生きが

いと感じられるような職場の在

り方を追求する。 

 


